
　令和５年度決算の結果は、財政健全化法に基づく4指標
（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）のいずれも早期健全化基準をクリアしました。

また、資金不足比率においても、全ての会計で経営健全化基準をクリアしました。
引き続き、健全な財政の維持に努めていきます。

各会計の決算概要をお知らせします。

　一般会計は、私たちの生活に密着した福祉の増進や安全の確保、教育・文化の振興、ごみ処理や道路・公園の維持整備など、
市政の基本となる会計です。
　歳入（年度中の収入）の総額は918億7,945万円で、前年度に比べ57億3,590万円（6.7％）増加しました。歳出（年度中の支出）
の総額は905億4,077万円で、前年度に比べ61億1,473万円（7.2％）増加し、差引額13億3,868万円の黒字になりました。
　これは、歳入のうち市税は6,468万円（0.2%）の微増でしたが、市債が14億5,525万円（32.0％）増となったこと、地方
交付税が9億5,403万円（11.4％）増となったこと、財産収入が5億7,389万円（120.7％）増となったことおよび寄付金が
3億4,478万円（19.4％）増になったことによります。
　歳出のうち、主要事業費は総額270億9,622万円で、今後のまちづくりに必要な事業である道路・公園の建設・改修をはじめ、
樽前小学校やウトナイ小学校の増改築事業を行いました。
　また、新型コロナウイルス感染症対策および物価高騰対応関連の事業費総額は44億1,191万円となりました。

■市税負担額 173,826円（1,848円増加）■使われた経費545,114円（41,087円増加）

●扶助費 [福祉の充実に]  166,707円（10,892円増加）
●公債費 [借入金の返済に] 46,332円（343円増加）
※金額は一般会計の決算額を令和6年3月31日現在人口166,095人で割ったもの（　）は対前年比

●人件費 [職員の給与などに]　62,641円（1,748円減少）
●投資的経費 [施設建設などに] 65,674円（19,651円増加）

歳出総額

国庫支出金
224億4,984万円
（24.4%）

市税
288億
7,158万円
（31.4%）

諸収入
24億8,185万円
（2.7%）

繰入金
29億6,652万円
（3.2%）

道支出金
56億1,519万円
（6.1%）

使用料および手数料
22億9,845万円（2.5%）

寄付金、財産収入、
地方特例交付金ほか

72億9,278万円
（8%）

地方交付税
92億8,912万円
（10.1%）

地方消費税
交付金
45億9,713万円
（5.0%）

市債
60億1,699万円
（6.6%）

民生費
319億
4,354万円
（35.3%）

職員費
100億
1,267万円
（11.0%）

総務費
68億6,405万円
（7.6%）

環境衛生費
45億4,305万円
（5.0%）

商工費
30億5,618万円
（3.4%）

教育費
54億1,664万円
（6.0%）

議会費、労働費、
農水産業費、消防費

11億892万円
（1.2%）

諸支出金
117億
4,197万円
（13.0%）

公債費
76億9,559万円
（8.5%）

土木費
81億5,816万円
（9.0%）

歳入総額
918億
7,945万円

905億
4,077万円

● 一般会計の決算状況  ●●  ●
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